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議会ライブ中継
録画映像

スマホでも
本会議の
動画が視聴
できます▶

町中に子どもたちの笑顔もどる
待ち遠しかった！ 学校が再開

小見川中央小学校の登校風景



佐原商工会議所内の経営相談窓口
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そ
の
他
、要
望
や
知
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
は

　

新
し
い
生
活
様
式
が
示
さ
れ
る
中
、Ｉ

Ｔ
や
観
光
資
源
を
活
用
し
、有
能
な
人
材

が
香
取
市
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

器
を
作
る
の
は
、今
が
チ
ャ
ン
ス
と
考
え

ま
す
。

現
在
の
支
援
策
の
満
足
度
は

　

給
付
金
に
関
し
て
は
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
満
足
し
て
い
ま

す
。

営
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
は 

　

飲
食
店
の
支
援
と
し
て
、佐
原
商
工
会

議
所
・
同
青
年
部
が
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
佐
原
と

協
力
し
て「
佐
原
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
マ
ッ
プ
」

を
製
作
し
ま
し
た
。主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
扱
い
店
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、日
本
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で「
地
域
を
元
気
づ
け
る
感
染
症
対
策
事

業
」に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き

る
形
式
で
あ
り
、追
加
登
録
や
修
正
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
行
え
、申
請
と
り
ま
と
め

や
マ
ッ
プ
作
製
に
か
か
る
時
間
が
短
縮
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。管
内
の
多

く
の
飲
食
店
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、利

用
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
製
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
回
の

事
業
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、今
後
の

イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報
で
使
用
で
き
る
こ
と

を
見
越
し
て
と
り
か
か
っ
た
も
の
で
す
。

業
種
で
ア
イ
コ
ン
や
色
分
け
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、用
途
は
広
く
今
後
の
広
報
に
使

え
る
ツ
ー
ル
で
す
。

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、

そ
の
影
響
は

　

管
内
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
51
件
の
回
答
を
得

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
飲
食
業
・

食
品
製
造
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

に
売
上
減
少
が
み
ら
れ
、
特
に
団

体
対
応
の
飲
食
店
が
年
度
末
の
送

別
会
等
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
り
大

幅
な
売
上
減
と
な
り
ま
し
た
。
製

造
業
・
建
設
業
は
、
影
響
を
受
け

て
い
な
い
も
の
の
、
海
外
か
ら
の

資
材
の
仕
入
れ
の
遅
れ
が
発
生
し

市
へ
望
む
こ
と
は

　

各
種
支
援
策
に
つ
い
て
、会
員
向
け
の

郵
送
や
会
議
所
だ
よ
り
に
て
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、周
知
が
行
き
届
か
な
い
こ

と
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、今
後
、市
広

報
紙
へ
の
掲
載
等
、周
知
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

て
き
た
た
め
、
今
後
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
、
飲
食

業
に
関
し
て
は
早
急
な
支
援
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

佐
原
商
工
会
議
所
内
に「
経
営

相
談
窓
口
」を
開
設
し
、
会
議
所

だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
資
金

繰
り
支
援
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
融
資

枠
を
設
け
た
こ
と
で
、
融
資
申
込

が
増
加
し
ま
し
た
。
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道
の
駅
く
り
も
と

紅
小
町
の
郷

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

そ
の
時
あ
な
た
は

　

コ
ロ
ナ
禍
…
だ
れ
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
曾
有
の
状
況
の
中
、

皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
苦
難
に
立
ち
向
か
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

そ
ん
な
取
り
組
み
等
に
つ
い
て「
道
の
駅
く
り
も
と 

紅
小
町
の
郷
」「
佐

原
商
工
会
議
所
」で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、要
望
や
知
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど

　

直
売
所
、レ
ス
ト
ラ
ン
、加
工
施

設
、農
園
、ザ
リ
ガ
ニ
、ニ
ジ
マ
ス
、

里
山
の
あ
る「
道
の
駅
く
り
も
と
」へ

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。定
期
的

に
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
し
て
も
ら

え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

市
に
望
む
こ
と
は

　

初
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
は
皆
が
手
さ
ぐ
り
状
態
で

大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
の

た
め
に
、市
の
担
当
者
が
直
接
現
場

に
出
向
い
て
多
く
の
意
見
を
集
め
、

き
め
細
か
い
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
こ
と
で
、そ
の
意
見
を
今

後
の
対
策
に
役
立
て
て
欲
し
い
で
す
。

現
在
の
支
援
策
の
満
足
度
は

　

業
態
別
の
細
か
い
内
容
の
支
援

策
が
必
要
。例
え
ば
、製
造
業
と
小

売
業
で
は
第
三
者
と
接
す
る
頻
度

や
人
数
が
大
幅
に
違
う
た
め
、使

用
す
る
マ
ス
ク
や
お
客
さ
ま
用
の

消
毒
な
ど
の
必
要
数
、緊
急
度
も

違
い
、ま
た
、各
レ
ジ
に
透
明
シ
ー

ト
で
対
応
し
た
り
な
ど
の
経
費
も

違
う
の
で
、初
期
段
階
の
現
金
の

支
援
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
安
心
安
全
に
関
係

す
る
備
品
は
、道
の
駅
と
い
う
特

性
上
、市
か
ら
の
支
援
が
あ
る
と

助
か
り
ま
す
。

営
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
は　

　

マ
ス
ク
着
用
、手
指
消
毒
な
ど
基
本
的

な
対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
弁

当
を
実
施
し
ま
し
た
が
、売
上
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
弁
当
の
客
単

価
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
売
価
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

店
頭
売
店
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
、例

え
ば
、「
道
の
駅
く
り
も
と
」で
し
か
買
え

な
い
メ
ニ
ュ
ー
等
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、直
売
所
で
は
、ス
テ
イ
ホ
ー
ム

に
対
応
す
る
野
菜
の
定
期
便
や
通
販
の

強
化
、営
業
時
間
短
縮
に
対
応
す
べ
き
人

件
費
を
抑
え
る
働
き
方
の
見
直
し
も
必
要

で
す
。

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
、そ
の
影
響
は

　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
よ
っ

て
、通
常
よ
り
家
庭
内
で

の
食
材
の
消
費
が
増
え
た

関
係
で
、直
売
所
の
野
菜

売
上
に
つ
い
て
３
月
度
は

昨
年
対
比
を
ク
リ
ア
し
、

４
月
、
５
月
は
、他
部
門

よ
り
約
20
％
達
成
比
が
高

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、飲
食
に
関
し
て

は
大
き
く
売
上
を
落
と
し

ま
し
た
。
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2
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県発行の障害者手帳（見本）

議案第6号　香取市重度心身障害者の医療費等の助成に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

重度心身障害者にかかる
医療費助成の対象を追加

新たに精神障害者1級を医療費助成の対象に

令和2年4月1日現在、精神障害者1級は57人います。A

精神障害者の対象者は何人か。Q

上仲町第一施設イメージイラスト

議案第5号　香取市地域活性化施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

交流人口の拡大および賑
わいの創出を図ります

新たに上仲町第一施設を設置

創業者の本格的な開業を支援するため、実践的なチャレンジの場
として活用するものです。

A

この施設の設置目的は。Q

1人に1台の端末整備が進む小見川中学校

議案第1号　令和2年度香取市一般会計補正予算（第3号）

小中学校に高速通信ネッ
トワーク等を整備

小学生から中学生まで1人に1台の端末を整備するもので、5月1日
現在、4,561人の児童生徒に対して、既に1,048台を整備しており、
不足する3,513台を整備します。

A

児童生徒1人に1台の端末を整備するのか。Q

小中学生に1人1台の端末を導入

こんなことが
決まりました！審議結果

　

令
和
2
年
6
月
定
例
会
を
6

月
2
日
か
ら
19
日
ま
で
の
18
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

6
月
15
日
に
総
務
企
画
常
任
委

員
会
、福
祉
教
育
常
任
委
員
会
、

生
活
経
済
建
設
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
補
正
予
算
を
は
じ
め

条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

定例会

6月

※
そ
の
他
報
告　

7
件

市
長
提
出
議
案 

…

件
18

議
員
発
議
案 

…
…

件
4

■
審
議
さ
れ
た
議
案件

計

22
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香取市議会では初の試みとなった文書による一般質問

コロナ禍での6月定例会

感謝状が授与された
田山一夫議長

表彰を受けた
坂部勝義議員（左） 奥村雅昭議員（右）

香取市議会議員の議員報酬の特例に関する条
例を制定

議員報酬月額を削減緊急経済対策等の更なる拡充を求める

コロナ禍での6月定例会

功績をたたえ表彰状・感謝状を伝達

　新型コロナウイルス感染症対策
の財源の一部に充てるため、令和
2年7月から同年9月までの3カ月
間における議員報酬月額からその
100分の10を減額することを条
例で定めました。

　国、県、市が一体となり、状況に応じた対策を迅速
かつ的確に講じていくよう求め、「新型コロナウイル
ス感染症対策に関する意見書」を国及び県へ提出し、
市に対しては「新型コロナウイルス感染症対策に関す
る決議について」も採択しました。香取市議会として、
新型コロナウイルスの１日も早い終息を強く願うもの
です。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として3密
を避けるため、会期日程を一部変更し、本会議も小見
川市民センター多目的ホールで開催しました。また、
一般質問は、香取市議会では初の試みとなる書面質問
で取り扱いました。

　全国市議会議長会議員表彰規程に基づき、議員在職
20年以上により坂部勝義議員、在職10年以上により
奥村雅昭議員が、おのおの地方自治と市政の発展に貢
献された功績により表彰されました。また、同会評議
員として1年間、会務運営の重責を担われた田山一夫
議長へ感謝状が授与されました。表彰状等は、6月定
例会最終日の19日に小見川市民センター多目的ホー
ル（議場）において伝達されました。

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見
書を国・県へ提出
新型コロナウイルス感染症対策に関する決議を採択

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じて

全国市議会議長会議員表彰

市議会活動レポート
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※議長（田山一夫議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。 〇：賛成　　×：反対　　退：退席

議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（総務企画）

令和2年度一般会計補正予算
（第3号）

予算総額に5億860万6千円を追加し、補正後総額を407億2,585万1千円とする。
小中学校で1人1台端末及び高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するた
め4億7,606万2千円を計上

可決

議案第2号
（総務企画）

市長等の給料月額の特例に関す
る条例制定

新型コロナウイルス感染症対策の財源確保のため、市長、副市長及び教育長の給
料月額を削減する条例を制定 可決

議案第3号
（生活経済建設） 市営住宅条例の一部改正 入居者の債務不履行に係る規定の改正 可決
議案第4号

（生活経済建設） 水道事業給水条例の一部改正 指定給水装置工事事業者制度に係る指定の更新制導入に伴う改正 可決
議案第5号

（生活経済建設）
地域活性化施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正 新たに上仲町第一施設を設置するため改正 可決

議案第6号
（福祉教育）

重度心身障害者の医療費等の助
成に関する条例の一部改正 新たに精神障害者を助成の対象に加えるため改正 可決

議案第7号
（福祉教育）

工事請負契約の締結（新島中学
校屋内運動場大規模改修工事） 2億845万円で落札した常総開発工業株式会社佐原支店と工事請負契約を締結 可決

議案第8号
（福祉教育）

専決処分の承認（令和元年度介
護保険事業特別会計補正予算
（第4号））

保険給付費に不足が生じたため、予算総額を変更せずに内容を変更 承認

議案第9号
（総務企画）

専決処分の承認（税条例等の一
部を改正する条例制定）

個人市民税の寡婦（寡夫）控除の見直し、固定資産税の所有者不明土地等への対応
及びたばこ税の一部課税方式の見直し等の改正 承認

議案第10号
（総務企画）

専決処分の承認（国民健康保険
税条例の一部改正）

低所得者の負担を軽減するため、課税限度額の引き上げ及び軽減対象額の拡大等
の改正 承認

議案第11号
（総務企画）

専決処分の承認（都市計画税条
例の一部を改正）

浸水被害軽減地域の指定を受けた土地に対する課税標準の特例が新設されたため
改正 承認

議案第12号
（総務企画）

専決処分の承認（令和2年度一般
会計補正予算（第1号））

4月13日の暴風雨で公共施設に被害が生じたため、予算総額に2,776万5千円を
追加し、補正後総額を321億4,776万5千円とした 承認

議案第13号
（総務企画）

専決処分の承認（税条例の一部
を改正） 徴収の猶予制度の特例に係る手続き並びに中小事業者等の家屋及び償却資産に対

する課税標準の特例が新設されたため改正

承認

議案第14号
（総務企画）

専決処分の承認（都市計画税条
例の一部を改正） 承認

議案第15号
（総務企画）

専決処分の承認（令和2年度一般
会計補正予算（第2号））

予算総額に80億6,948万円を追加し、補正後総額を402億1,724万5千円とした。
国の支援策として、特別定額給付金の経費75億6,747万7千円を計上。市の独自
支援策として、子育て世帯応援給付金、ひとり親家庭等応援給付金及び妊産婦応
援給付金の経費1億4,195万円を計上。飲食店等緊急支援金及び中小企業者事業
継続支援金の経費2億5,878万4千円を計上

承認

議案第16号
（生活経済建設）

専決処分の承認（令和2年度国民
健康保険事業特別会計補正予算
（第1号））

予算総額に107万9千円を追加し、補正後総額を97億1,107万9千円とした。保険
給付費に傷病手当金を計上 承認

議案第17号
（生活経済建設）

専決処分の承認（国民健康保険
条例の一部を改正） 新型コロナウイルス感染症に感染等した被用者に対し、傷病手当金を支給するた

め改正

承認

議案第18号
（生活経済建設）

専決処分の承認（後期高齢者医
療に関する条例の一部改正） 承認

発議案第1号 市議会議員の議員報酬の特例に
関する条例制定

新型コロナウイルス感染症対策の財源の一部に充てるため、議員報酬月額を削減
する条例を制定 可決

発議案第2号 新型コロナウイルス感染症対策
に関する意見書

新型コロナウイルス感染症対策に関し、国、県、市が一体となり、状況に応じた
対策を迅速かつ的確に講じていくよう求める

可決

発議案第3号 新型コロナウイルス感染症対策
に関する意見書 可決

発議案第4号 新型コロナウイルス感染症対策
に関する決議 可決

6月定例会　議案および採決結果概要
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根
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義
郎

久
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清
司

平
野 

和
伯

奥
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雅
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田
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一
男

鈴
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聖
二

高
木 　

寛

久
保
木 

宗
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田
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一
夫

坂
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8人の議員が一般質問

質問事項

市職員による避難所開錠訓練

Q
障
が
い
者
手
帳
更
新
に
必
要
な
書
類
と
診
断

障
が
い
者
手
帳
更
新
に
必
要
な
書
類
と
診
断

書
の
作
成
費
用
は
。

書
の
作
成
費
用
は
。

A
身
体
障
害
者
手
帳
は
、印
鑑
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

身
体
障
害
者
手
帳
は
、印
鑑
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
確
認
で
き
る
も
の
、診
断
書
、写
真
で
す
。

が
確
認
で
き
る
も
の
、診
断
書
、写
真
で
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
、印
鑑
、マ
イ
ナ
ン
バ

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
、印
鑑
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
確
認
で
き
る
も
の
、診
断
書
、写
真
、現
在
の
手

ー
が
確
認
で
き
る
も
の
、診
断
書
、写
真
、現
在
の
手

帳
で
す
。療
育
手
帳
は
、写
真
の
み
で
す
。自
立
支
援

帳
で
す
。療
育
手
帳
は
、写
真
の
み
で
す
。自
立
支
援

医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
医
療
）は
、マ
イ
ナ
ン
バ

医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
医
療
）は
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
お
よ
び
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の
、医
療
被
保
険

ー
お
よ
び
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の
、医
療
被
保
険

者
証
、医
療
機
関
名
お
よ
び
薬
局
名
等
の
わ
か
る
も

者
証
、医
療
機
関
名
お
よ
び
薬
局
名
等
の
わ
か
る
も

の
、現
在
の
受
給
者
証
、印
鑑
、自
立
支
援
医
療（
精

の
、現
在
の
受
給
者
証
、印
鑑
、自
立
支
援
医
療（
精

神
通
院
）診
断
書
で
す
。診
断
書
の
作
成
料
は
、一
般

神
通
院
）診
断
書
で
す
。診
断
書
の
作
成
料
は
、一
般

的
に
は

的
に
は
5
千
円
か
ら

千
円
か
ら
1
万
1
千
円
程
度
で
す
。

千
円
程
度
で
す
。

Q
香
川
県
さ
ぬ
き
市
に
み
る
障
が
い
者
手
帳
更

香
川
県
さ
ぬ
き
市
に
み
る
障
が
い
者
手
帳
更

新
に
係
る
助
成
へ
の
見
解
は
。

新
に
係
る
助
成
へ
の
見
解
は
。

A
市
で
は
、障
害
者
手
帳
所
持
者
に
対
し
、各

市
で
は
、障
害
者
手
帳
所
持
者
に
対
し
、各

種
助
成
や
手
当
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支

種
助
成
や
手
当
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、現
在
、障
害
者
手
帳
更

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、現
在
、障
害
者
手
帳
更

新
時
の
助
成
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、必
要
性

新
時
の
助
成
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、必
要
性

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
訓
練
に
児
童
・
生
徒
の
参
加
を

Q
「
イ
ザ
！

「
イ
ザ
！ 

カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
」と
い
う
地

カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
」と
い
う
地

域
の
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、お
も
ち
ゃ
交
換

域
の
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、お
も
ち
ゃ
交
換

会
を
組
み
合
わ
せ
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
承
知
し
て
い

会
を
組
み
合
わ
せ
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
承
知
し
て
い

る
か
。

る
か
。

A
ウ
ェ
ブ
上
な
ど
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
上
な
ど
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
の
防
災
訓
練
に
取
り
入

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
の
防
災
訓
練
に
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

A
防
災
意
識
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、今

防
災
意
識
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、今

後
、事
例
等
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

後
、事
例
等
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
自
然
災
害
対
応
は

Q
ウ
イ
ル
ス
問
題
の
中
で
の
３
密
を
避
け
る
避

ウ
イ
ル
ス
問
題
の
中
で
の
３
密
を
避
け
る
避

難
所
で
の
対
策
お
よ
び
運
営
は
。

難
所
で
の
対
策
お
よ
び
運
営
は
。

A
な
る
べ
く
多
く
の
避
難
所
を
開
設
し
、感
染

な
る
べ
く
多
く
の
避
難
所
を
開
設
し
、感
染

防
止
策
を
講
じ
た
対
応

防
止
策
を
講
じ
た
対
応

が
取
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

が
取
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。ま
た
、車
中
避
難
を

い
ま
す
。ま
た
、車
中
避
難
を

想
定
し
、避
難
所
の
駐
車
ス
ペ

想
定
し
、避
難
所
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど

ー
ス
の
確
保
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど

民
間
施
設
の
駐
車
場
の
活
用
を

民
間
施
設
の
駐
車
場
の
活
用
を

協
議
し
て
い
ま
す
。

協
議
し
て
い
ま
す
。

Q
香
取
市
に
お
け
る

香
取
市
に
お
け
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

ス
ク
ー
ル
構

想
の
現
状
は
。

想
の
現
状
は
。

A
令
和
令
和
2
年
5
月
1
日
現
在
、合
計

日
現
在
、合
計
4
5
6
1

人
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

人
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
1
0
4
8

1
0
4
8
台
の
台
の

端
末
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

端
末
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、1
人
1
台
の
整
備
に

台
の
整
備
に

は
更
に

は
更
に
3
5
1
3

3
5
1
3
台
が
必
要
で
す
。ま
た
、学
校
の

台
が
必
要
で
す
。ま
た
、学
校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
も
整
備
済
み
で
す
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
も
整
備
済
み
で
す
が
、1
人
1

台
の
端
末
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、高
速
大
容
量
の

台
の
端
末
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、高
速
大
容
量
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、

関
連
予
算
案
を

関
連
予
算
案
を
6
月
香
取
市
議
会
定
例
会
に
上
程
し

月
香
取
市
議
会
定
例
会
に
上
程
し

た
と
こ
ろ
で
す
。国
の
制
度
を
活
用
し
て
、令
和

た
と
こ
ろ
で
す
。国
の
制
度
を
活
用
し
て
、令
和
2

年
度
中
に
整
備
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
度
中
に
整
備
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆ 障がい者支援
◆ 防災・自然災害対応
◆ GIGAスクール構想
◆ LINEなどを活用した
教育相談窓口の開設

障
が
い
者
と
そ
の

家
族
の
負
担
軽
減
を

辻　

達
広 

議
員

つ
じ　
　

た
つ
ひ
ろ
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QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！ 6月定例会

質問事項

サツマイモの作付け風景

Q
種
苗
法
の
改
正
で
市
の
主
要
作
物
で
あ
る
、

種
苗
法
の
改
正
で
市
の
主
要
作
物
で
あ
る
、

サ
ツ
マ
イ
モ
・
落
花
生
な
ど
が
自
家
増
殖
で

サ
ツ
マ
イ
モ
・
落
花
生
な
ど
が
自
家
増
殖
で

き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
。市
の
畑
作
農
業
に
大

き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
。市
の
畑
作
農
業
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す「
種
苗
法
改
正
」に
対
す
る
見
解

き
な
影
響
を
及
ぼ
す「
種
苗
法
改
正
」に
対
す
る
見
解

と
影
響
を
受
け
る
登
録
品
種
は
何
か
。

と
影
響
を
受
け
る
登
録
品
種
は
何
か
。

A
日
本
の
農
作
物
に
は「
一
般
品
種
」と「
登
録

日
本
の
農
作
物
に
は「
一
般
品
種
」と「
登
録

品
種
」が
あ
り
、ほ
と
ん
ど
が
法
改
正
後
も

品
種
」が
あ
り
、ほ
と
ん
ど
が
法
改
正
後
も

許
諾
が
必
要
な
い
一
般
品
種
の
た
め
、影
響
範
囲
は

許
諾
が
必
要
な
い
一
般
品
種
の
た
め
、影
響
範
囲
は

限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
と
思
料
し
て
い
ま
す
。市
内

限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
と
思
料
し
て
い
ま
す
。市
内

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
の
中
で
は
、現
段
階
の
想

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
の
中
で
は
、現
段
階
の
想

定
と
な
り
ま
す
が
、サ
ツ
マ
イ
モ
の「
紅
は
る
か
」、

定
と
な
り
ま
す
が
、サ
ツ
マ
イ
モ
の「
紅
は
る
か
」、

落
花
生
の「
お
お
ま
さ
り
」「

落
花
生
の「
お
お
ま
さ
り
」「
Q
ナ
ッ
ツ
」な
ど
で
、公

ナ
ッ
ツ
」な
ど
で
、公

的
機
関
の
開
発
の
た
め
許
諾
料
が
高
額
に
な
る
こ
と

的
機
関
の
開
発
の
た
め
許
諾
料
が
高
額
に
な
る
こ
と

は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。サ
ツ
マ
イ
モ
の「
シ
ル

は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。サ
ツ
マ
イ
モ
の「
シ
ル

ク
ス
イ
ー
ト
」は
民
間
企
業
の
開
発
の
た
め
、具
体

ク
ス
イ
ー
ト
」は
民
間
企
業
の
開
発
の
た
め
、具
体

的
な
状
況
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

的
な
状
況
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

Q
自
主
防
災
組
織
は
、近
年
の
大
規
模
災
害
に

自
主
防
災
組
織
は
、近
年
の
大
規
模
災
害
に

対
し
地
域
住
民
に
密
着
し
た
組
織
と
し
て
役

対
し
地
域
住
民
に
密
着
し
た
組
織
と
し
て
役

割
が
大
き
い
が
、防
災
用
機
材
へ
の
助
成
金

割
が
大
き
い
が
、防
災
用
機
材
へ
の
助
成
金
2020
万
円
万
円

の
今
後
の
見
通
し
は
。

の
今
後
の
見
通
し
は
。

A
防
災
用
機
器
に
対
す
る
県
の
助
成
は
、令
和

防
災
用
機
器
に
対
す
る
県
の
助
成
は
、令
和

元
年
度
ま
で
の
適
用
で
し
た
が
、県
は
令
和

元
年
度
ま
で
の
適
用
で
し
た
が
、県
は
令
和

元
年
度
の
台
風
災
害
な
ど
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、

元
年
度
の
台
風
災
害
な
ど
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、

補
助
制
度
を

補
助
制
度
を
3
年
間
延
長
し
、助
成
期
間
を
令
和

年
間
延
長
し
、助
成
期
間
を
令
和
4

年
度
ま
で
と
し
ま
し
た
。

年
度
ま
で
と
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
自
然
災
害

同
時
発
生
時
の
避
難
所
の
在
り
方
は

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
2
波
、
波
、3
波
が
波
が

予
想
さ
れ
る
中
、避
難
所
の
在
り
方
が
問
題

予
想
さ
れ
る
中
、避
難
所
の
在
り
方
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。「
誰
が
感
染
し
て
い
る
の
か
わ
か

と
な
っ
て
い
る
。「
誰
が
感
染
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
状
況
」の
時
、避
難
所
の
受
け
入
れ
態
勢
を

ら
な
い
状
況
」の
時
、避
難
所
の
受
け
入
れ
態
勢
を

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

A
避
難
所
の
入
口
で
の
体
温
測
定
の
ほ
か
、聞

避
難
所
の
入
口
で
の
体
温
測
定
の
ほ
か
、聞

き
取
り
に
よ
る
問
診
を
行
い
、健
康
状
態
を

き
取
り
に
よ
る
問
診
を
行
い
、健
康
状
態
を

確
認
し
て
か
ら
収
容
し
ま
す
。発
熱
や
体
調
不
良
等

確
認
し
て
か
ら
収
容
し
ま
す
。発
熱
や
体
調
不
良
等

の
症
状
が
あ
る
人
は
、専
用
ス
ペ
ー
ス
へ
の
収
容
を

の
症
状
が
あ
る
人
は
、専
用
ス
ペ
ー
ス
へ
の
収
容
を

考
え
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ

考
え
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ

ト
検
討
や
間
仕
切
り
の
設
置
、後
で
連
絡
が
取
れ
る

ト
検
討
や
間
仕
切
り
の
設
置
、後
で
連
絡
が
取
れ
る

体
制
の
整
備
、手
洗
い
な
ど
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま

体
制
の
整
備
、手
洗
い
な
ど
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま

す
。ま
た
、市
民
へ
は
、マ
ス
ク
、手
袋
、体
温
計
、ペ

す
。ま
た
、市
民
へ
は
、マ
ス
ク
、手
袋
、体
温
計
、ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
や
消
毒
用
シ
ー
ト
、ご
み
袋
等
の
持

ー
パ
ー
タ
オ
ル
や
消
毒
用
シ
ー
ト
、ご
み
袋
等
の
持

参
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 種苗法改正における市
農業に対する影響
◆ 市における自主防災組
織の現状と今後の方向
性
◆ 自然災害における避難
所と新型コロナウイル
ス対応

種
苗
法
の
改
正
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
に

大
き
な
影
響

宇
井 

正
一 

議
員

う　

い 

し
ょ
う
い
ち
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質問事項

6月定例会  8人の議員が一般質問

整備中の橘ふれあい公園
（テラス・サンサンと第1工区）

財
政
運
営
に
つ
い
て

Q
感
染
症
が
市
民
生
活
や
経
済
、財
政
等
に
大

感
染
症
が
市
民
生
活
や
経
済
、財
政
等
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。感
染
症
が
市
に

き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。感
染
症
が
市
に

与
え
る
影
響
お
よ
び
期
間
を
う
か
が
う
。

与
え
る
影
響
お
よ
び
期
間
を
う
か
が
う
。

A
中
小
企
業
な
ど
に
影
響
が
出
て
い
る
た
め
、

中
小
企
業
な
ど
に
影
響
が
出
て
い
る
た
め
、

市
税
収
入
や
各
種
譲
与
税
・
交
付
金
な
ど
の

市
税
収
入
や
各
種
譲
与
税
・
交
付
金
な
ど
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、影
響
を
受
け
る
期

減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、影
響
を
受
け
る
期

間
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
す
る

間
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、相
当
な

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、相
当
な

期
間
、影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

期
間
、影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q
厳
し
い
と
さ
れ
る
経
済
・
財
政
へ
の
対
応
お

厳
し
い
と
さ
れ
る
経
済
・
財
政
へ
の
対
応
お

よ
び
次
年
度
予
算
へ
の
影
響
は
。

よ
び
次
年
度
予
算
へ
の
影
響
は
。

A
経
常
経
費
の
一
層
の
縮
減
と
歳
入
の
確
保
に

経
常
経
費
の
一
層
の
縮
減
と
歳
入
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

取
り
組
み
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
よ
り
、中
小
企
業
な
ど
へ
の
影
響
が

染
症
対
策
等
に
よ
り
、中
小
企
業
な
ど
へ
の
影
響
が

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、市
税
収
入
や
各
種
譲
与
税
・

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、市
税
収
入
や
各
種
譲
与
税
・

交
付
金
な
ど
の
減
少
が
引
き
続
き
懸
念
さ
れ
ま
す
。

交
付
金
な
ど
の
減
少
が
引
き
続
き
懸
念
さ
れ
ま
す
。

Q
市
独
自
の
支
援
策
第
２
弾
の
内
容
は
。

市
独
自
の
支
援
策
第
２
弾
の
内
容
は
。

A
雇
用
の
維
持
や
事
業
継
続
、市
民
生
活
の
支

雇
用
の
維
持
や
事
業
継
続
、市
民
生
活
の
支

援
を
目
的
と
し
た
事
業
、経
済
活
動
の
回
復

援
を
目
的
と
し
た
事
業
、経
済
活
動
の
回
復

や
地
域
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
、

や
地
域
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
、

強
い
地
域
経
済
構
造
や
生
活
環
境
を
構
築
す
る
た
め

強
い
地
域
経
済
構
造
や
生
活
環
境
を
構
築
す
る
た
め

の
事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね

の
事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

事
業
実
施
に
つ
い
て

Q
市
民
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守
る
支
援
策
の
実

市
民
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守
る
支
援
策
の
実

施
を
最
優
先
し
、駅
周
辺
活
性
化
拠
点
お
よ

施
を
最
優
先
し
、駅
周
辺
活
性
化
拠
点
お
よ

び
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
の

び
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
の
2
整
備
事
業
は
、感
染
症
の

整
備
事
業
は
、感
染
症
の

収
束
が
見
え
る
ま
で
事
業
実
施
を
延
期
す
べ
き
。市

収
束
が
見
え
る
ま
で
事
業
実
施
を
延
期
す
べ
き
。市

の
考
え
は
。

の
考
え
は
。

A
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
で
あ
り
、ま
ち

市
民
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
で
あ
り
、ま
ち

づ
く
り
に
不
可
欠
な
都
市
機
能
で
す
。ま
た
、

づ
く
り
に
不
可
欠
な
都
市
機
能
で
す
。ま
た
、

落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ

落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ

と
か
ら
、予
定
ど
お
り
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

と
か
ら
、予
定
ど
お
り
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

Q
2
事
業
が
採
用

事
業
が
採
用

す
る
Ｄ
Ｂ
О
方

す
る
Ｄ
Ｂ
О
方

式
は
、市
の
リ
ス
ク
が

式
は
、市
の
リ
ス
ク
が

大
き
す
ぎ
る
。事
業
方

大
き
す
ぎ
る
。事
業
方

式
を
見
直
す
べ
き
。

式
を
見
直
す
べ
き
。

A
橘
ふ
れ
あ
い
公

橘
ふ
れ
あ
い
公

園
整
備
事
業
は
、

園
整
備
事
業
は
、

平
成
平
成
3030
年
度
に
行
っ
た

年
度
に
行
っ
た

民
間
活
力
導
入
可
能
性

民
間
活
力
導
入
可
能
性

調
査
の
な
か
で
検
討
を
行
い
、そ
の
結
果
、Ｄ
Ｂ
Ｏ

調
査
の
な
か
で
検
討
を
行
い
、そ
の
結
果
、Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
が
有
用
で
あ
る
と
採
用
し
ま
し
た
。事
業
方
式

方
式
が
有
用
で
あ
る
と
採
用
し
ま
し
た
。事
業
方
式

を
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

を
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
駅
周
辺
活
性
化
拠
点
整
備
事
業
費
は

駅
周
辺
活
性
化
拠
点
整
備
事
業
費
は
7272
億
3

千
万
円
。こ
れ
ほ
ど
の
巨
費
を
投
じ
る
施
設

千
万
円
。こ
れ
ほ
ど
の
巨
費
を
投
じ
る
施
設

が
今
の
香
取
市
に
必
要
か
。身
の
丈
に
合
っ
た
適
切

が
今
の
香
取
市
に
必
要
か
。身
の
丈
に
合
っ
た
適
切

な
規
模
に
見
直
す
べ
き
。

な
規
模
に
見
直
す
べ
き
。

A
本
事
業
は
、市
民
や
議
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、

本
事
業
は
、市
民
や
議
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、

規
模
や
機
能
等
を
検
討
し
、コ
ス
ト
削
減
も

規
模
や
機
能
等
を
検
討
し
、コ
ス
ト
削
減
も

図
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
議
会
の
議
決
を
受
け
進

図
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
議
会
の
議
決
を
受
け
進

め
て
い
き
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

今後（新型コロナウイル
ス感染症拡大後）の市政
運営
◆ 財政運営
◆ 事業実施

感
染
症
拡
大
後
の

市
政
運
営
に
つ
い
て

鈴
木 

聖
二 

議
員

す
ず　
き　 

せ
い　
じ
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質問事項

国民健康保険税減免申請窓口
（市役所１階税務課）

Q
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
支
援
に
各
世
帯
へ

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
支
援
に
各
世
帯
へ
2

万
円
を
給
付
し
て
は
ど
う
か
。そ
の
財
源
に

万
円
を
給
付
し
て
は
ど
う
か
。そ
の
財
源
に

「
地
域
振
興
基
金
」（

「
地
域
振
興
基
金
」（
3434
億
5
千
万
円
）を
発
動
す
べ
き

千
万
円
）を
発
動
す
べ
き

で
は
。

で
は
。

A
議
員
の
提
案
の
給
付
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
の
提
案
の
給
付
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
振
興
基
金
は
、香
取
市
地
域
振
興
基
金

地
域
振
興
基
金
は
、香
取
市
地
域
振
興
基
金

条
例
に
よ
り
、市
民
の
連
帯
の
強
化
お
よ
び
地
域
振

条
例
に
よ
り
、市
民
の
連
帯
の
強
化
お
よ
び
地
域
振

興
を
図
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
に

興
を
図
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
に

充
て
る
場
合
に
活
用
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

充
て
る
場
合
に
活
用
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
事

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
事

業
に
つ
い
て
も「
市
民
の
連
帯
の
強
化
お
よ
び
地
域

業
に
つ
い
て
も「
市
民
の
連
帯
の
強
化
お
よ
び
地
域

振
興
を
図
る
目
的
」の
も
の
は
、取
り
崩
し
可
能
と

振
興
を
図
る
目
的
」の
も
の
は
、取
り
崩
し
可
能
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

Q
総
額
総
額
4
億
1
千
万
円
の
市
独
自
支
援
事
業
は
、

千
万
円
の
市
独
自
支
援
事
業
は
、

市
民
要
望
に
一
定
応
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

市
民
要
望
に
一
定
応
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

障
が
い
者
支
援
の
給
付
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
理

障
が
い
者
支
援
の
給
付
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
理

由
は
。

由
は
。

A
障
害
者
へ
の
支
援
は
、代
替
え
サ
ー
ビ
ス
と

障
害
者
へ
の
支
援
は
、代
替
え
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
柔
軟
に
対
応
し
て

し
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
柔
軟
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

Q
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
に
、コ
ロ
ナ

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
に
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
減
収
者
を
対
象
に
す
べ
き
だ
が
、

禍
に
よ
る
減
収
者
を
対
象
に
す
べ
き
だ
が
、

検
討
状
況
は
。

検
討
状
況
は
。

A
厚
生
労
働
省
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

厚
生
労
働
省
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者

染
症
の
影
響
に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者

（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
1
千
万
円
以
下
）の
事
業

千
万
円
以
下
）の
事
業

収
入
等
が
前
年
に
比
べ

収
入
等
が
前
年
に
比
べ
1010
分
の
分
の
3
以
上
減
少
が
見
込

以
上
減
少
が
見
込

ま
れ
る
世
帯
の
保
険
税
は
減
免
の
対
象
と
す
る
内
容

ま
れ
る
世
帯
の
保
険
税
は
減
免
の
対
象
と
す
る
内
容

が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。市
に
お
い
て
も
、こ
の
通
知

が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。市
に
お
い
て
も
、こ
の
通
知

に
基
づ
き
速
や
か
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

に
基
づ
き
速
や
か
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Q
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
事
業
者
、専
従
者
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
事
業
者
、専
従
者
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
の
収
入
減
少
者
が「
傷

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
の
収
入
減
少
者
が「
傷

病
手
当
金
」の
支
給
対
象
と
な
る
よ
う
検
討
状
況
は

病
手
当
金
」の
支
給
対
象
と
な
る
よ
う
検
討
状
況
は

い
か
が
か
。

い
か
が
か
。

A
国
が
示
す
対
象
者
や
基
準
を
超
え
て
支
給
す

国
が
示
す
対
象
者
や
基
準
を
超
え
て
支
給
す

る
部
分
は
国
の
財
政
支
援
対
象
と
な
ら
ず
、

る
部
分
は
国
の
財
政
支
援
対
象
と
な
ら
ず
、

そ
の
全
額
が
保
険
者
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、独
自

そ
の
全
額
が
保
険
者
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、独
自

に
支
給
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、考
え
て
い
ま
せ

に
支
給
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、考
え
て
い
ま
せ

ん
。
ん
。

Q
子
ど
も
た
ち
の
教
育
格
差
解
消
、教
育
課
程

子
ど
も
た
ち
の
教
育
格
差
解
消
、教
育
課
程

の
遅
滞
に
対
す
る
取
り
組
み
、ま
た
ネ
ッ
ト

の
遅
滞
に
対
す
る
取
り
組
み
、ま
た
ネ
ッ
ト

環
境
の
整
備
等
の
方
向
性
は
。

環
境
の
整
備
等
の
方
向
性
は
。

A
全
市
的
に

全
市
的
に
7
月
末
日
ま
で
給
食
を
提
供
し
て

月
末
日
ま
で
給
食
を
提
供
し
て

授
業
を
行
い
ま
す
。そ
の
他
に
、①
通
常
の

授
業
を
行
い
ま
す
。そ
の
他
に
、①
通
常
の

一
斉
登
校
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、週
あ
た
り

一
斉
登
校
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、週
あ
た
り

の
授
業
時
数
を
増
加
す
る
②

の
授
業
時
数
を
増
加
す
る
②
8
月
に
授
業
日
を
設
定

月
に
授
業
日
を
設
定

す
る
③
土
曜
日
を
活
用
し
て
授
業
を
実
施
す
る
、と

す
る
③
土
曜
日
を
活
用
し
て
授
業
を
実
施
す
る
、と

い
っ
た
取
り
組
み
を
各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
組
み

い
っ
た
取
り
組
み
を
各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
組
み

合
わ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

合
わ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
の
整
備
は
、国
の
制
度
を
活
用
し
、令
和

環
境
の
整
備
は
、国
の
制
度
を
活
用
し
、令
和
2
年

度
中
に
学
校
に
お
け
る

度
中
に
学
校
に
お
け
る
1
人
1
台
端
末
の
整
備
を
行

台
端
末
の
整
備
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆ 新型コロナウイルス感
染症対策
・ 復興支援に「地域振興
基金」の発動を
・障がい者に給付支援を
・ 国保税「減免」対象者に、
コロナ禍減収者を
・ 国保加入の減収者に、
「傷病手当金」を
・ 教育格差解消・学習遅
延等対策について

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
生

活
の
元
気
回
復
・
復
興

支
援
に
、
各
世
帯
へ
２

万
円
の
給
付
を

根
本 

義
郎 

議
員

ね　
も
と 

よ
し
ろ
う
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質問事項

6月定例会  8人の議員が一般質問

存続が望まれる看護専門学校

Q
発
熱
外
来
を
設
け
た
医
療
機
関
数
と

発
熱
外
来
を
設
け
た
医
療
機
関
数
と
P
C
R

検
査
の
件
数
、そ
し
て
医
療
機
関
と
保
健
所

検
査
の
件
数
、そ
し
て
医
療
機
関
と
保
健
所

の
連
携
は
。

の
連
携
は
。

A
香
取
保
健
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、一
般
診

香
取
保
健
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、一
般
診

療
患
者
と
発
熱
症
状
患
者
を
分
け
て
対
応
し

療
患
者
と
発
熱
症
状
患
者
を
分
け
て
対
応
し

た
市
内
医
療
機
関
は

た
市
内
医
療
機
関
は
3
施
設
で
す
が
、各
医
療
機
関

施
設
で
す
が
、各
医
療
機
関

で
は
感
染
防
止
に
配
慮
し
た
方
法
で
対
応
し
、感
染

で
は
感
染
防
止
に
配
慮
し
た
方
法
で
対
応
し
、感
染

の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、保
健
所
へ
連
絡
し
て
い
ま

の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、保
健
所
へ
連
絡
し
て
い
ま

す
。
す
。5
月
2525
日
現
在
、香
取
保
健
所
で
の
検
体
採
取

日
現
在
、香
取
保
健
所
で
の
検
体
採
取

を
含
む

を
含
む
P
C
R
検
査
実
施
件
数
が

検
査
実
施
件
数
が
1
1
9
2

1
1
9
2
件
、
件
、

そ
の
内
、医
療
機
関
か
ら
依
頼
が
あ
り
実
施
し
た
件

そ
の
内
、医
療
機
関
か
ら
依
頼
が
あ
り
実
施
し
た
件

数
が
数
が
4
2
3

4
2
3
件
で
す
。検
査
に
お
け
る
香
取
お
み
が

件
で
す
。検
査
に
お
け
る
香
取
お
み
が

わ
医
療
セ
ン
タ
ー
と
香
取
保
健
所
と
の
連
携
は
、担

わ
医
療
セ
ン
タ
ー
と
香
取
保
健
所
と
の
連
携
は
、担

当
者
同
士
で
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取
り
合
い
調

当
者
同
士
で
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取
り
合
い
調

整
し
て
い
ま
し
た
。

整
し
て
い
ま
し
た
。

Q
即
戦
力
を
供
給
で
き
る
地
元
の
看
護
専
門
学

即
戦
力
を
供
給
で
き
る
地
元
の
看
護
専
門
学

校
の
存
続
を
望
む
が
。

校
の
存
続
を
望
む
が
。

A
看
護
師
養
成
の
重
要
な
役
割
を
担
う
看
護
専

看
護
師
養
成
の
重
要
な
役
割
を
担
う
看
護
専

門
学
校
は
継
続
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が

門
学
校
は
継
続
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
り
ま
す
が
、学
生
の
確
保
や
老
朽
化
し
た
校
舎
の

あ
り
ま
す
が
、学
生
の
確
保
や
老
朽
化
し
た
校
舎
の

改
修
に
伴
う
財
源
確
保
が

改
修
に
伴
う
財
源
確
保
が

運
営
上
の
課
題
と
な
っ
て

運
営
上
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
香
取
お

い
る
こ
と
か
ら
、「
香
取
お

み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
附

み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
附

属
看
護
専
門
学
校
あ
り
方

属
看
護
専
門
学
校
あ
り
方

検
討
委
員
会
」を
立
ち
上

検
討
委
員
会
」を
立
ち
上

げ
、検
討
し
て
い
る
と
こ

げ
、検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ろ
で
す
。

Q
災
害
時
の
避
難
と
感
染
症
対
策
の
よ
う
に
相

災
害
時
の
避
難
と
感
染
症
対
策
の
よ
う
に
相

矛
盾
し
た
状
況
に
対
す
る
市
の
対
応
策
は
。

矛
盾
し
た
状
況
に
対
す
る
市
の
対
応
策
は
。

A
な
る
べ
く
多
く
の
避
難
所
を
開
設
し
、感
染

な
る
べ
く
多
く
の
避
難
所
を
開
設
し
、感
染

防
止
策
を
講
じ
た
対
応
が
取
れ
る
よ
う
準
備

防
止
策
を
講
じ
た
対
応
が
取
れ
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、車
中
避
難
を
想
定
し
、避

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、車
中
避
難
を
想
定
し
、避

難
所
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
民

難
所
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
民

間
施
設
の
駐
車
場
の
活
用
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

間
施
設
の
駐
車
場
の
活
用
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
の
有
効
活
用
を
工
夫
す
べ
き

Q
市
民
を
安
心
さ
せ
る
身
近
で
正
確
な
情
報
を

市
民
を
安
心
さ
せ
る
身
近
で
正
確
な
情
報
を

提
供
で
き
な
い
か
。

提
供
で
き
な
い
か
。

A
市
民
へ
情
報
を
伝
え
る
手
段
の
一
つ
と
し
て

市
民
へ
情
報
を
伝
え
る
手
段
の
一
つ
と
し
て

防
災
行
政
無
線
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

防
災
行
政
無
線
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。し
か
し
、運
用
に
つ
い
て
は
市
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま

ま
す
。し
か
し
、運
用
に
つ
い
て
は
市
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、伝
え
た
い
こ

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、伝
え
た
い
こ

と
を
絞
り
、簡
潔
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

と
を
絞
り
、簡
潔
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

大
型
公
共
事
業
も
見
直
す
べ
き

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
人
々
の
生

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
人
々
の
生

活
様
式
や
社
会
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与

活
様
式
や
社
会
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。市
に
お
い
て
も
施

え
、変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。市
に
お
い
て
も
施

策
の
見
直
し
が
必
要
。地
域
経
済
を
維
持
し
市
民
の

策
の
見
直
し
が
必
要
。地
域
経
済
を
維
持
し
市
民
の

生
活
を
守
る
た
め
の
施
策
に
予
算
付
け
を
余
儀
な
く

生
活
を
守
る
た
め
の
施
策
に
予
算
付
け
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
の
だ
か
ら
、複
合
公
共
施
設
や
橘
ふ
れ
あ
い

さ
れ
る
の
だ
か
ら
、複
合
公
共
施
設
や
橘
ふ
れ
あ
い

公
園
の

公
園
の
3636
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
も

ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
も

見
直
し
す
べ
き
で
は
。

見
直
し
す
べ
き
で
は
。

A
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
で
あ
り
、ま
ち

市
民
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
で
あ
り
、ま
ち

づ
く
り
に
不
可
欠
な
都
市
機
能
で
す
。ま
た
、

づ
く
り
に
不
可
欠
な
都
市
機
能
で
す
。ま
た
、

落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ

落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ

と
か
ら
、予
定
ど
お
り
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

と
か
ら
、予
定
ど
お
り
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

◆ 市内の医療連携と感染
症対策
◆ 市民に対する情報提供
の在り方
◆ 大型公共事業の見直し

市
内
の
医
療
体
制
と

感
染
症
対
策
を
問
う

河
野 

節
子 

議
員

こ
う　
の　 

せ
つ　
こ
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質問事項

特別定額給付金特設相談窓口（市役所１階ロビー）

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
へ
の
影

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
へ
の
影

響
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、自
治
体
に

響
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、自
治
体
に

よ
っ
て
は
第

よ
っ
て
は
第
2
弾
の
独
自
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い

弾
の
独
自
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
。市
で
は
追
加
の
独
自
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る

る
。市
で
は
追
加
の
独
自
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る

か
。
か
。A

雇
用
の
維
持
や
事
業
継
続
、市
民
生
活
の
支

雇
用
の
維
持
や
事
業
継
続
、市
民
生
活
の
支

援
を
目
的
と
し
た
事
業
、経
済
活
動
の
回
復

援
を
目
的
と
し
た
事
業
、経
済
活
動
の
回
復

や
地
域
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
、

や
地
域
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
、

感
染
症
に
負
け
な
い
強
い
地
域
経
済
構
造
や
生
活
環

感
染
症
に
負
け
な
い
強
い
地
域
経
済
構
造
や
生
活
環

境
を
構
築
す
る
た
め
の
事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
視

境
を
構
築
す
る
た
め
の
事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

Q
特
別
定
額
給
付
金

特
別
定
額
給
付
金

に
つ
い
て
、給
付

に
つ
い
て
、給
付

の
進
捗
状
況
は
。

の
進
捗
状
況
は
。

A
5
月
2222
日
か
ら
開

日
か
ら
開

始
し
、週

始
し
、週
1
回
の
回
の

ペ
ー
ス
で
行
う
予
定
で
、

ペ
ー
ス
で
行
う
予
定
で
、

5
月
2828
日
ま
で
で
、６
８

日
ま
で
で
、６
８

９
件
の
給
付
を
行
い
ま
し

９
件
の
給
付
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、

た
。
ま
た
、6
月
4
日
に
日
に

約
2
千
件
、

千
件
、6
月
1111
日
に
約

日
に
約
1
万
6
千
件
の
給
付
に

千
件
の
給
付
に

向
け
進
め
て
い
ま
す
。

向
け
進
め
て
い
ま
す
。

臨
時
休
業
中
の
子
ど
も
の
ケ
ア
を

Q
普
段
と
は
大
き
く
環
境
が
変
わ
っ
た
臨
時
休

普
段
と
は
大
き
く
環
境
が
変
わ
っ
た
臨
時
休

業
中
の
お
子
さ
ん
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、

業
中
の
お
子
さ
ん
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
き
た
か
。

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
き
た
か
。

A
児
童
・
生
徒
と
教
員
が
直
接
会
話
す
る
こ
と

児
童
・
生
徒
と
教
員
が
直
接
会
話
す
る
こ
と

が
効
果
的
と
考
え
、な
る
べ
く
電
話
で
連
絡

が
効
果
的
と
考
え
、な
る
べ
く
電
話
で
連
絡

す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。ま
た
、保
護
者
宛
の
一
斉

す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。ま
た
、保
護
者
宛
の
一
斉

メ
ー
ル
で
、担
任
が
児
童
・
生
徒
に
呼
び
か
け
を
行

メ
ー
ル
で
、担
任
が
児
童
・
生
徒
に
呼
び
か
け
を
行

っ
た
り
、学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
教
員
か
ら
の
メ

っ
た
り
、学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
教
員
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ
た
り
す
る
な
ど
、励
ま
し
の
気
持

ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ
た
り
す
る
な
ど
、励
ま
し
の
気
持

ち
が
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

ち
が
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

Q
政
府
の

政
府
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
施
策
を

ス
ク
ー
ル
構
想
施
策
を

活
用
し
、学
校
教
育
の

活
用
し
、学
校
教
育
の
I
C
T
環
境
整
備
を

環
境
整
備
を

行
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

行
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

A
国
の
制
度
を
活
用
し
、令
和

国
の
制
度
を
活
用
し
、令
和
2
年
度
中
に
学

年
度
中
に
学

校
に
お
け
る

校
に
お
け
る
1
人
1
台
端
末
の
整
備
を
行
い

台
端
末
の
整
備
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

感
染
症
を
考
慮
し
た
災
害
へ
の
準
備
を

Q
感
染
症
対
策
を
考
え
る
と
従
来
の
避
難
と
想

感
染
症
対
策
を
考
え
る
と
従
来
の
避
難
と
想

定
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い

定
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い

と
思
う
が
、検
討
の
状
況
は
。

と
思
う
が
、検
討
の
状
況
は
。

A
な
る
べ
く
多
く
の
避
難
所
を
開
設
し
、感
染

な
る
べ
く
多
く
の
避
難
所
を
開
設
し
、感
染

防
止
策
を
講
じ
た
対
応
が
取
れ
る
よ
う
準
備

防
止
策
を
講
じ
た
対
応
が
取
れ
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、車
中
避
難
を
想
定
し
、避

を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、車
中
避
難
を
想
定
し
、避

難
所
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
民

難
所
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
民

間
施
設
の
駐
車
場
の
活
用
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

間
施
設
の
駐
車
場
の
活
用
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

Q
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
上
で
の
災
害
対
策

感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
上
で
の
災
害
対
策

物
資
の
確
保
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

物
資
の
確
保
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

A
多
く
の
善
意
で
マ
ス
ク
や
消
毒
用
次
亜
塩
素

多
く
の
善
意
で
マ
ス
ク
や
消
毒
用
次
亜
塩
素

酸
水
な
ど
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

酸
水
な
ど
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

一
部
を
災
害
用
と
し
て
も
備
蓄
す
る
予
定
で
す
。間

一
部
を
災
害
用
と
し
て
も
備
蓄
す
る
予
定
で
す
。間

仕
切
り
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、体
温
計
等
は
、購

仕
切
り
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、体
温
計
等
は
、購

入
予
定
で
す
。

入
予
定
で
す
。

◆ 新型コロナウイルス感
染症に関する市独自の
支援策
◆ 一律10万円の特別定額
給付金
◆ 臨時休校・休園・休所
中の子どものケア
◆ 感染症の感染拡大期に
おける自然災害への準
備
◆ 市職員の勤務体制とテ
レワーク

市
独
自
の
支
援
策
の

今
後
の
見
通
し
は

加
藤 

裕
太 

議
員

か　
と
う 

ゆ
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た
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質問事項

6月定例会  8人の議員が一般質問

高齢者の交通手段となる循環バス

循
環
バ
ス
等
高
齢
者
の
足
の
確
保
を

Q
市
内
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
ど
の
よ

市
内
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。と
り
わ
け
、利
根
川

う
に
考
え
て
い
る
か
。と
り
わ
け
、利
根
川

北
岸
の
津
宮
新
田
、大
倉
新
田
、磯
山
な
ど
新
島
東

北
岸
の
津
宮
新
田
、大
倉
新
田
、磯
山
な
ど
新
島
東

側
地
区
、一
ノ
分
目
新
田
、三
ノ
分
目
新
田
、富
田
新

側
地
区
、一
ノ
分
目
新
田
、三
ノ
分
目
新
田
、富
田
新

田
の
公
共
交
通
空
白
地
域
の
改
善
策
を
ど
の
よ
う
に

田
の
公
共
交
通
空
白
地
域
の
改
善
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

考
え
て
い
る
か
。

A
交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民
の
移
動
ニ
ー
ズ

交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民
の
移
動
ニ
ー
ズ

は
、通
勤
通
学
を
除
い
た
場
合
、主
に
通
院

は
、通
勤
通
学
を
除
い
た
場
合
、主
に
通
院

や
買
い
物
で
あ
り
、移
動
頻
度
は
、通
院
の
場
合
は

や
買
い
物
で
あ
り
、移
動
頻
度
は
、通
院
の
場
合
は

多
く
て
も
週
に

多
く
て
も
週
に
1
日
程
度
で
あ
る
た
め
、地
域
に
よ

日
程
度
で
あ
る
た
め
、地
域
に
よ

っ
て
は
、大
型
の
バ
ス
は
不
要
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

っ
て
は
、大
型
の
バ
ス
は
不
要
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
、福
田
小
学
校
区
で
は
、

こ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
、福
田
小
学
校
区
で
は
、

主
と
し
て
高
齢
者
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
の

主
と
し
て
高
齢
者
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
の

実
証
運
行
を
令
和

実
証
運
行
を
令
和
2
年
4
月
か
ら
開
始
し
、高
齢
者

月
か
ら
開
始
し
、高
齢
者

の
移
動
特
性
に
応
じ
て
、運
行
間
隔
を
週
に

の
移
動
特
性
に
応
じ
て
、運
行
間
隔
を
週
に
2
日（
火
日（
火

曜
日
・
木
曜
日
）、車
両
を

曜
日
・
木
曜
日
）、車
両
を
1010
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
と

人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
と

し
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
実
証
運
行
を
検
証
し
な

し
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
実
証
運
行
を
検
証
し
な

が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
特
性
を
把
握
し
た
う
え

が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
特
性
を
把
握
し
た
う
え

で
、適
切
な
交
通
モ
ー
ド
を
考
慮
し
な
が
ら
、他
の

で
、適
切
な
交
通
モ
ー
ド
を
考
慮
し
な
が
ら
、他
の

公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
波
及
を
検
討
し
て
い
き
ま

公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
波
及
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
す
。市

内
公
共
交
通
確
立
と
実
施
は
い
つ
か

Q
全
国
の
市
町
村
で
は
、次
々
に
自
治
体
独
自

全
国
の
市
町
村
で
は
、次
々
に
自
治
体
独
自

の
市
内
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
確
立
実
施
し

の
市
内
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
確
立
実
施
し

て
い
る
が
、市
民
の
足
で
あ
る
市
独
自
の
地
域
公
共

て
い
る
が
、市
民
の
足
で
あ
る
市
独
自
の
地
域
公
共

交
通
の
具
体
的
シ
ス
テ
ム
と
実
施
は
い
つ
か
。

交
通
の
具
体
的
シ
ス
テ
ム
と
実
施
は
い
つ
か
。

A
公
共
交
通
の
具
体
的
シ
ス
テ
ム
と
実
施
時
期

公
共
交
通
の
具
体
的
シ
ス
テ
ム
と
実
施
時
期

は
、令
和

は
、令
和
2
年
度
か
ら
令
和

年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
を

年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
て
い
る「
香
取
市
地
域
公
共
交
通
網

計
画
期
間
と
し
て
い
る「
香
取
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」で
、路
線
バ
ス
・
循
環
バ
ス
・
乗
り
合
い

形
成
計
画
」で
、路
線
バ
ス
・
循
環
バ
ス
・
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
・
一
般
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
適
切
な
機
能
分

タ
ク
シ
ー
・
一
般
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
適
切
な
機
能
分

担
を
推
進
し
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。「
都

担
を
推
進
し
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。「
都

市
拠
点
」（
佐
原
駅
周
辺
、小
見
川
駅
周
辺
）や「
地
区

市
拠
点
」（
佐
原
駅
周
辺
、小
見
川
駅
周
辺
）や「
地
区

拠
点
」（
山
田
支
所
周
辺
、栗
源
支
所
周
辺
）を
活
用
し
、

拠
点
」（
山
田
支
所
周
辺
、栗
源
支
所
周
辺
）を
活
用
し
、

全
体
と
し
て
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

全
体
と
し
て
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
一
環
と
し
て
、路
線
バ

要
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
一
環
と
し
て
、路
線
バ

ス
で
は
、令
和

ス
で
は
、令
和
2
年
4
月
に
大
倉
線
の
ダ
イ
ヤ
を
変

月
に
大
倉
線
の
ダ
イ
ヤ
を
変

更
し
、通
勤
通
学
時
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
ほ
か
、

更
し
、通
勤
通
学
時
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
ほ
か
、

栗
源
成
田
空
港
線
で
は「
ザ
・
フ
ァ
ー
ム
」付
近
ま
で

栗
源
成
田
空
港
線
で
は「
ザ
・
フ
ァ
ー
ム
」付
近
ま
で

の
路
線
延
長
を
、上
の
台
線
で
は
山
田
支
所
を
経
由

の
路
線
延
長
を
、上
の
台
線
で
は
山
田
支
所
を
経
由

す
る
よ
う
一
部
路
線
変
更
を
協
議
し
て
い
ま
す
。ま

す
る
よ
う
一
部
路
線
変
更
を
協
議
し
て
い
ま
す
。ま

た
、循
環
バ
ス
は
、鉄
道
と
の
接
続
環
境
向
上
や
路

た
、循
環
バ
ス
は
、鉄
道
と
の
接
続
環
境
向
上
や
路

線
の
大
規
模
な
見
直
し
等
を
令
和

線
の
大
規
模
な
見
直
し
等
を
令
和
3
年
度
に
実
施
す

年
度
に
実
施
す

る
た
め
、準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

る
た
め
、準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 市の地域公共交通の整
備計画
・ スクールバスの循環バ
スへの利用
・ 循環バスのエリア拡大
・ 乗り合いタクシーのエ
リア拡大
・ 市内公共交通空白地域
の解消
・ 高速バスの増便と定期
券の必要性
・ 市独自の公共交通の具
体的システムと実施

交
通
手
段
の
な
い

空
白
地
域
の
解
消
を

久
保
木 

宗
一 

議
員

く　

ぼ　

き　

そ
う
い
ち
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質問事項

栗源支所窓口

◆ 小見・竹之内・米野井
地区における基盤整備
事業の進捗状況
◆ 山田・栗源地区の支所
窓口の各種申請等の改
正・見直し
◆ 本庁の窓口業務
◆ 大型公共工事等の凍結

児
童
手
当
、
高
額
医
療
費
等
の

申
請
等
、
改
正
見
直
し
は

Q
平
成
平
成
3131
年
4
月
1
日
か
ら
の
窓
口
業
務
の
改

日
か
ら
の
窓
口
業
務
の
改

正
に
伴
い
、支
所
で
の
児
童
手
当
、高
額
医

正
に
伴
い
、支
所
で
の
児
童
手
当
、高
額
医

療
費
等
の
申
請
等
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
不
便
。再

療
費
等
の
申
請
等
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
不
便
。再

考
で
き
な
い
か
。

考
で
き
な
い
か
。

A
正
規
職
員
は
、合
併
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を
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取
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取
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・
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田
支
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す
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図
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田
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議
員

き　
む
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

　コロナ禍で迎えた6月議会。本会議を小見川市民センター
いぶき館で開催し、文書による一般質問など、3密を避けた
異例の開催となりました。議案および審議内容も未曾有のコ
ロナ禍から、市民の暮らし・営業等を守る施策を求める意見
書等が全員の賛成で採択されたことなど充実した議会でした。

（根本義郎）

9月 傍聴自粛のお願い
ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

編集後記

定例会
の日程

こだわりの逸品を生み出す香取の匠たちをご紹介します

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/
香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

本会議
本会議（一般質問調整日）
決算審査特別委員会
常任委員会
本会議

 8/25（火） 27（木） 
 9/ 2（水） 3（木） 4（金）
  7（月） 8（火） 9（水）
  10（木） 11（金）
  18（金）
※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の9月定例会での受け付けは、8月14日（金）午後4時ま
でとなります。

市議会をより詳しく知りたいときは

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧で
きます。3月定例会の会議録
までご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ
中継は、市議会ホーム
ページで視聴できます。
録画映像は、おおむね1
週間後から視聴可能です。

6月2日から30日までの
録画再生件数は 91件で
した。

議会中継会議録

4人

傍聴に訪れた人数（R1.6月～R2.6月）
R2.6月

Vol.8

R2.3月R1.6月 R1.9月 R1.12月

10

19人34人

10

35人49人

10
10

Dining Bar SILVER（小見川）

代表 村上 銀士さん（33歳）
むら かみ ぎん じ

　「これからの人生、全力で生きてみようと思った」
ためらいなく話すのは、『小見川テイクアウトメニ
ュー』を発行した村上銀士さん。村上さんが地元香
取市にダイニングバーをオープンしたのは8年前。
軌道に乗るには時間を要しました。そんな時、体調
を崩してしまった村上さんを支えたのは、地元の友
人たちでした。「地元のみんなに恩返しがしたい」
その思いから、地元を全力で盛り上げる活動を始め
られました。各種イベント出演をはじめ、懐かしい
建前の「餅投げ」を子どもたちにも体験してもらお
うと地元企業と協力して開催しています。今後は、

市外からも人が集まるイベントを企画し、まちに残
るものを作りたいと語ります。『小見川テイクアウ
トメニュー』を発行したのも、コロナ禍で厳しい状
況の地元飲食店を応援するためで、SNSの知識も
ある自分がやるしかないとの思いからでした。反響
は大きく、新しいお客さんも増え、お店を知っても
らうきっかけにもなりました。今後は、テイクアウ
トをきっかけに地元飲食店が連携した宅配システム
を確立し、より住みやすいまちづくりに貢献したい
と、地元を愛する若き経営者の夢はこれからも大き
く膨らみます。

地元のみんなに
恩返しをしたい
～OMIGAWA TAKE OUT～

　新型コロナウイルス感染症問題で、6月定例会は会場の変
更や一般質問を文書のみで行うなど今までにない形での議会
となりました。そのような中で補正予算や議員発議・専決事
項など、コロナ対策に係るさまざまな案件を審議・可決しま
した。今後もコロナウイルスの影響は続くと思いますが、常
に希望を持って進みたいと思います。　　　　　　　　（辻）

新型コロナウイルスの感染拡大を防止する
ため、当面の間、本会議および委員会等の
傍聴は、できる限り自粛いただくようお願
いすることとしました。
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